
おまつりでひらく
「楽しい」のとびら

病院、地域福祉、芸術家、患者さんの手でつくる
「楽しい！楽しい！みんなが楽しい秋まつり！」2019 年の記録

秋まつり実行委員会

参加者が指スタンプで
つくったハッピーツリー



ごあいさつ
　この冊子は、横浜市にある精神科病院（紫雲会病院）、地域の福祉施設、アーティ
スト、そして患者さんたち自身が協力してつくり上げた「楽しい！楽しい！みんな
が楽しい秋まつり！」という取り組みの記録です。

　2019 年 10 月、実際に「おまつり」の日がおとずれてみると、人が人をつなぎ、
準備を重ねてきた実行委員にとどまらず、たくさんの方々が集まって力を発揮して
くださる結果となりました。異なる立場の人々が協働することで生まれる広がり
や深まり、可能性を、私たちはこの日を通し、改めて感じています。

　病院の中を話し合いやワークショップ、イベントの開催場所とすることで、どの
立場の人にも少しずつ新しい風が吹きました。また、「おまつり」という馴染みの
深い出来事にみんなで包まれていくことで、誰もが関わりやすくアイデアを出し
やすい環境となったように思います。

　第一回となる今回のイベントを終え、「私たちのおまつりの起こり」や「おまつり
を経た後の変化」について、各参加者のコメントや座談会といった形で、それぞれ
の視点からお伝えします。

※「楽しい！楽しい！みんなが楽しい秋まつり！」はヨコハマ アートサイトの助成を受けて
　  実施されました。
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

年前くらいから、医療安全というか、病院での

事故をできるだけなくすということで、めちゃ

くちゃ厳しくなったんですよ。

　そもそも安田さんは THE PUSH ※として病院

に働きかけをしてくれたんですよね。3、4 年前

に「ぜひ自分たちの発表を患者さんたちの前で

やりたい」と。

安田：「患者さんたちを元気にしたいんです」って

西浦さんに相談したんです。

中村：私も THE PUSH の一員としてそこから病

院に関わるようになりました。最初は断られた

んですよね。

西浦：そういうところ本当に良くないですよね。

外の人を積極的に受け入れないみたいな。病院

のイベントだから外の人を入れる必要ないでしょっ

ていう思考が働いてしまったんでしょうね。安田さん

は諦めなかったですよね。

 おまつりに関わるきっかけ
安田：私はもともと病院の患者として昔から

病院の行事にちょこちょこ参加していました。

秋まつりを大々的にやるっていうことで声がか

かったので、「じゃあやってみよう」って。患者

さん主体で盛大に昔のようにできたらいいなと

思って参加しました。

中村：安田さんは、昔やっていた病院のおまつ

りに参加したことはあったんですか？

安田：はい、数え切れないくらい。企画自体を

私たち患者がするということはなかったんです

けど。夜花火をやってみたりとか、今ではでき

ないことをしてました。看護師さんが太鼓を叩

いてくれて、盆踊りをしたりとか。

中村：それって何年ぐらいまであったってこと？

西浦：少なくとも 10 年以上前ですかね。12、3

※ THE PUSH：横浜市神奈川区内の作業所へ通うメンバーで構成されたバンド

〜おまつりを作ったコアメンバーによる座談会〜

左から、中村、西浦、安田、西井

おまつり
最高！！

西井 夕紀子（音楽家）
安田 和代（地域活動支援センターペガサス）

西浦 淳一郎（紫雲会横浜病院作業療法士）
中村 麻美（地域活動支援センターひふみ）座談会参加者
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安田：西浦さんが OT（作業療法）室のトップと

知ったので、西浦さんに「私たちは患者さんたち

を元気にしたいんで歌いたいんです！」と言った

ら、「それなら大歓迎です！」と言ってくださって。

西浦：急にやってきたのを覚えてます。いきな

りワーッ！とやってきて「何だ何だ？」みたいな。

その時、患者さんが患者さんを助けたいっていう

ピアの情熱というのを初めて生々しく感じました。

立場を超えて思いが同じ方向を向いているのを

感じましたね。

中村：そこから納涼会とかクリスマス会とかそ

ちらでやっているイベントに呼んでいただいて。

去年くらいから月に 1 回程度のペースで OT 室 

のプログラムに参加させてもらうようになって。

西浦：「おまつり」みたいな単語が出てきたのは

多分、地域と病院に関する勉強会があって、そ

の後の懇親会をやっている時に「なんかおまつ

りやりたいよね！」ってなったんですよね！

中村：そうそう。

西浦：交流を始めたのは 2017 年の秋ぐらい。

2018 年はさっき言ったように OT 室のプログラ

ムへ一緒に参加してもらったりして、お菓子作

りを一緒にしていました。2019 年に入る手前で、

中村さんの方から言ってくれたんですよ。「そろ

ろですよね？」って。

中村：何がそろそろだったんだろう（笑）

西浦： 2019 年の 1 月頃からちゃんと話し始めて。

中村：そろそろって言ったのは、たぶん THE 

PUSH の方で西井さんと出会い、活動が充実し

てきたんですよ。西井さんとのお付き合いが２

年目になって、何かパーツがそろってきたみた

いな感じがあったんですよ。

西井：「おまつりできそう！」みたいな。

西浦：中村さんと西井さんはどういうきっかけ

で知り合ったんですか？

西井：ST スポット※のコーディネートで THE 

PUSH の人たちとミュージカルを作った時ですか

ね。その時に昇華しきれなかったことが結構自分

の中にあって、その後一緒にライブをしようとい

う話になったんです。2019 年 4 月に THE PUSH

×西井夕紀子みたいなライブを横浜の THE CAVE

というスペースでやらせてもらったんです。そこ

でやっと THE PUSH のみんなと音楽をやる仲間

になれたっていう感じがして。

中村：それで、今なら西井さんと THE PUSH で

おまつりいける！っていうのがあった気がしま

す。そうそう、西井さんと綱島の駅辺りでお茶

したことがあって、その時に「おまつりやりた

いんですよね〜」って話した気がする。

西井：「私、夢があるんです」って。

中村：そう！

一同：笑

安田：きっかけはそういう夢だったけど、実現

できたのは THE PUSH だけの力じゃなくて、実

行委員会に参加してくれた入院患者さんや、当

日手伝いに来てくれた人とか、ひふみの人とか、

ミュージシャンとか、まきちゃん（長峰さん）

とか、みんなの力だよね。

西浦：本当にそうだねぇ。

※ ST スポット：アーティストを地域の学校へ派遣するなど、芸術と市民社会の新しい関係づくりを推進する NPO 法人4



おまつりでひらく「楽しい」のとびら

 夢のような
西浦：今回、「おまつりって素晴らしいな」とい

うのを改めて感じました。おまつりってある程

度制限はあるけれど、その中でやれることって

実は自由度が高い。個人の意見をいろんなとこ

ろで反映しやすい。

中村：何やってもいいっていうのはありますよ

ね。おまつりって本来目的なんてなくていい。

楽しければいい。

安田：みんなが楽しければいいのよ。秋まつり

やってから患者さんたちがほんとに元気になっ

た気がする。

西浦：そうですね。 おまつりをやったことで患

者さんの楽しいことへの興味、好奇心を掻き立

てられたかなっていう感じはありますよね。 

安田：病院でやった振り返り会の時、患者さん

たちがもっと外に行こうっていう話になった

じゃない？　自分たちがおまつりの企画段階か

ら関わることによって、自分たちの主張が通る

んだと、そういうふうに考え方が変わったんじゃ

ないのかな。

西浦：それはありますね。「自分が病院のイベン

トの企画側に立つとは思わなかったし、自分の

出した案が通って他の患者さんが喜んでる姿を

見られるとは思わなかった、それがいい機会だっ

たし嬉しかったです」という患者さんがいまし

た。直接的には関係ないかもしれないけど、そ

の方は 2 月には退院という話になって、本人も

勇気づけられたって言ってましたね。

安田：ほんと〜！ よかったね〜！

西浦：それ以外にも「この一年の一番の思い出

は秋まつりです」って思わぬ人が言ったりとか。

いまだに西井さんたちのことをディズニーラン

ドの人たちって言ってますよ。「ディズニーラン

ドの人たちはいつ来るんですか？」って。

一同：笑

西井：うそ〜！ 嬉しい〜。

中村：夢の国だよ、すごくない？

安田：ディズニーだって。

西浦：夢のような時間でしたね〜。

西井：患者さんのあの言葉すごい良かったです

よね。「今日は夢みたいだけど、夢じゃないよ、

夢見ていこう」ちょっと感動しちゃいました、

あの時。

中村：すごいよね。病院は患者さんにとっては

いつもの場所。音楽や美術とか、いろんな力で

いつもの場所がいつもの場所ではなくなった。

あの日あの場所は病院じゃなかった。

 偏見、そして無駄なこと
安田：患者さんたちもノリノリだったね。私も

ずっと踊ってたよ。 

西井：やっぱり安田さんの存在が、ミュージシャ

ン側からも、患者さんからも要となって橋渡し

になってくれていた。だから本当に感謝。

安田：へへへ。

中村：安田さんの存在は大きかった。安田さん

がすごいのは、自分自身もすごく楽しんでいる

ということ。安田さん自身がアホになってくれ

るからいいなと思っている。

“ ディズニーランド ” の人たち ©mikana
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安田：患者さんが抱きついてきたから私も抱き

返した。私の前に知ってる患者さんがいたから

踊ろうって誘った。「踊ろう」ってあの時何気な

く言ったんだよね。

西浦：普段人前で踊るような人ではなく、おと

なしい人なのに、その人がとても嬉しそうに楽

しそうに踊っていたので、ちょっと感動してし

まいましたね。

中村：ところで、帽子を作ってる時にファッション

ショーをしたじゃないですか。あれもミラクル

だった！

安田：だよね！　ファッションショーで踊って

いた人すごかった。

西井：すごくおとなしかった人が、突然別人の

ようにツイストを踊りだしたじゃないですか。

安田：曲作りの時もすごかったね。

西井：最初どうやったらみんなが自分達の曲と

して育てていくことができるかなと考えていた。

でも、言葉を少しずつ出してもらうことで、そ

のまま写し取られていく感じができて。面白い

曲になりましたよね。

中村：本当におもしろい曲になったと思う。今

で も「LOVE YOU KENZO YOKOHAMA 〜 ♪ 」

忘れられない。

西井：自分が何かを出すことでまわりのみんな

も反応できる。私もつけたいメロディーを提案

できた。一緒に作った感じがすごくあった。ギ

ターの人がすごくよかった。演奏を投げかける

と、ギターのフレーズがかえってきて。

中村：そういえば、おまつりの時ギターの人に

言葉をかけられて、西井さん泣いてましたよね。

西井：彼は毎回「できないよ」から始まるんです。

本番の日も「今日は調子悪いから無理しないほ

うがいいって先生に言われた」って言っていた

んです。けど、音が鳴り始めると反応し始めて。

ギターソロがめちゃくちゃかっこよくて、ミュー

ジシャンたちもそこに敏感に反応していいセッ

ションになって。一緒に音楽をやれたという充

足感が得られたところで、「あなたは精神の病気

を持った人に対して偏見がない人ですね」みた

いなことを言ってくれた。自分が本当にそんな

ことをできているのか正直自信がなかった。病

気や障害について知識がない分、分からないか

ら怖いって思う自分も正直いる。本当に偏見を

持たないってどういうことだろう？　っていう

のが自分にとってずっと大きな課題。彼にああ

いう風に言われて、ちょっとほっとしたような

気持ちもありました。考え続けなきゃいけない

なあという気持ちが今もあります。

安田：私もそうだよ。自分に偏見持っていたり

する。周りの人の白い目とか。自分はもっと堂々

としていなきゃいけない。私は普通じゃないん

©mikana ©mikana
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

だとか思うこともある。私自身も偏見をなくし

たいと思っている。

西井：言葉の力って大きいなと思う。病気とし

て名前がつくことで、必要な治療やサービスを

受けられて、助けになる部分もある。でも、病

気というものへの自分の勝手なイメージ、思い

込みで事実とは違うイメージができてしまって、

理解がストップしてしまうこともある。みんな

と一緒にやっていく上で、「障害」というものが

出会うきっかけにはなっているけど、一回出会っ

てしまったら、その言葉からどうやって抜け出

せるかを考えないといけないなと自分に言い聞

かせている。

安田：「精神の病気だから」とか、そういう捉え

方なくせないけど、なくしたいね。

西浦：西井さんが自問自答しながら考えてくれ

たことってとても大事なことだと思う。今回西

井さんとか普段病院に関わりのない人が関わっ

てくれることに本当に大きな意味があった。違

う風が吹いた時に、はじめて私たちは気づかさ

れることがいっぱいある。音楽がかかれば踊り

たくなるとかって、患者とか医者とか立場性は

全く関係ない。楽しいから踊る。そういういろ

んなものをフラットにさせる力がアートにはあ

りますよね。

西井：アーティストという立場は無駄というか、

あってもなくてもいいというか。そういう部分

を私は大事にやっている。なんでもない無駄な

ものが病院という目的重視の場に入っていくと

いうことで、より自然に帰るというか、外の世

界には無駄なものがいっぱいあって処理しきれ

ないもので囲まれていることとか、選択肢がいっ

ぱいあることとかを思い出させるような装置に

なれたとすれば、入っていくことに大きな意味

があるかなと。無駄なことに意味がある。

中村：言ってしまえば、おまつり全体が無駄だよね。

 選ぶということ
西井：ハッピーという通貨が衝撃的だった。

西浦：最初食券をどういった形式にするか話し

合っているときに、食券じゃなくて、お金 ( ハッ

ピー ) にすれば選ぶことが出来るって中村さん

が言いましたよね。

中村：よくある食券のような、焼きそば券とか

たこ焼き券とかにしちゃうと、その券に書かれ

ているものにしか使えない。お金 ( ハッピー )

にすれば、自分が何にどれだけ使おうが自由。

ジュースを 10 杯飲むのに使ったっていい。

西浦：選ぶってすごく大事。前に安田さんがある勉

強会で「いい患者でないといけないんですか？」って

©mikana

©mikana
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病院スタッフに問いかけたことがあるんです。

精神科でいういい患者っていうのは、職員の言

うことをきく患者のこと。つまり、いい患者で

いるということは、自分では選ばない、言われ

たとおりに動く患者になるということ。それで

は退院した時、地域ではやっていけない。今回

のような場では自然なかたちで、楽しいことの

中で選ぶことの練習ができていた。退院したい、

外で友達とおしゃべりしたいといったような、

自分の想いを実現することが、おまつりの中で

のささやかな選択の先に実現していくんじゃな

いかなと。

中村：今回選べる場をいっぱい作りたかった。

お店の種類を多くしたのも選んでほしかったか

ら。音楽も全員分椅子なかったでしょ。あれも

聞きなさいってしたくなかった。聞きたい人が

聞けばいい。寝ていてもいいし、なんとなく

耳に入ってくる音楽に身を委ねてもらっても

いいし。その人がどうしたいか、自ら選んで

ほしかった。

 今後について
中村：今年はどうしましょうかね！ 外の人たち

を呼び込む努力をもっとやってもいいかもね。

西浦：今回の参加者は総勢 160 ～ 170 名。次回

は 200 名以上は呼びたいなって思っています。

ぜひ地域のお客さんを増やしたい。今回おまつ

りで初めて病院来たっていう人もいたし。

中村：そうそう、外の人に病院の中を見てもら

うって大事ですよね。

安田：ひとつ質問なんだけど、患者さんの中でもお

医者さんから参加の許可が出ない人もいるんでしょ？

西浦：そうですね。寝たきりで動けない人とか、

落ち着かない人とかは出られないかな。

中村：今回参加せずに病棟に残った患者さんっ

てどれくらいいたんですか？

西浦：5 割くらいですかね。

中村：例えば OT 室じゃなくて、病棟の中でおま

つりの準備をするとか、音楽をやるとかはできない

ですかね？ 
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

西井：すごいささやかな音の練り歩きとか、演

奏しながら廊下を往復するとか。座って聞いて

もらうっていうスタイルじゃなくてもいいかも。

安田：私は特に寝たきりの人とかに音楽を聞か

せたい。ベットまで出張するのはどう？

西井：もしできるのならやってみたい。

中村：パジャマ着てやったらいいんじゃない。

西井：「パジャマズ」みたいなの組んでやりますか！

西浦：いけるんじゃないかな。

西井：やってみたいですね。今どんな感じの音

が聞きたいかを聞いて、その場で再現するみた

いなのはどうなのかな？ そこで出来た音楽を

いろんなところに運ぶっていうことができたら

けっこうおもしろいかなと思っている。病院の

中で生まれた音楽を外の人に聞いてもらうって

いいと思う。そういうコンサートを病院の外で

やるのもいいかも。

西浦：なるほどね。

中村：確かに。外の音楽を病院の中に入れるっ

ていうのも一つのあり方だと思うけど、病院の

中のものを外に持っていくというのもいいです

ね。相互に自由に行き来できるっていうのはい

い。音楽は自由ですもんね。軽やかに壁を越え

ていく。今年はもう決まりましたね！

 おまつり最高！
西井：とにかく楽しかった。楽しいからやって

るっていう気持ちが自分は持てている。もし他

の人もそう思ってくれているなら嬉しい。そう

いう感じで続けられたらいいな。

中村：私も今から楽しみです。

西井：私の中で新しい形のローカルができつつ

ある。不思議な感覚。距離は離れてるけど、場

所とか人とか共有できている安心感というか。

一人ではできないことができる喜びもあるし。

西浦：僕は病院で働いていると病院の中から出

ることってあまりないので、こうやって外の人

と関われたりすると開放感がすごくある。がん

ばろうって単純にそう思える。

中村：外の空気を持ち帰らないと窒息しちゃい

ますよね。

西浦：精神科の病院は職員一人一人の考え方が

閉鎖的になってしまいがち。外に出たら何それっ

てなるのに。

安田：患者さんを外に出すためには、外での活

動を増やすべきじゃないかな。まずは職員さん

が外へ出たらいいのに。

西浦：長期入院の患者さんたちってなかなか外

に出られないから、西井さんたちと協力して、

もっともっといろんな機会を作りたい。おまつ

りもそうだったけど、人が変わるときって、人

に言われてじゃなくて、人や環境が影響して自

然と変わっていくもの。おまつりの後、普段緊

張して何も出来なかった人が「ピアノ弾いてい

いですか？」って言って弾いたんですよ。

西井：すてきー。

西浦：ずっと目標だったんですよ、人前でピア

ノを弾くのが。めちゃくちゃうまいんだけど、

人前では弾けなくて。ああいう環境だからあの

人を動かした。自分達が想像してないことがい

ろんなところで起きていたと思います。そうい

う環境とか機会を作ることが人を変化させてい

くってことだと思います。

中村：人を変えようと思っても変わらないです

よね。たとえ善意であったとしても。人が変わ

る瞬間って本当にわからないですよね。

西井：だから人がいっぱいいて、関わり合った

方がいい。そのほうが誰が何に刺激を受けるか

分からないから。

中村：可能性が広がりますよね。

西井：やっぱり、おまつり最高ですね。

中村、西浦、安田：おまつり最高〜♪

＜おわり＞
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　「一緒に秋まつりの歌を作りましょう」という
名目のもと、2019 年 10 月、紫雲会病院で出会っ
た方々と時間を過ごした。

　歌詞にしたい言葉を伺っていくと、皆さんの
世界観が少しずつ見えてくる。どんな秋まつり
にしたいかや大好きなものがあがっていく中、
突然空気を制するブルースリーのものまねが挿
入されたり、お姫様が現れセリフをささやき始
めたり、個の世界と時間感覚が入り混じり…あ
れ、秋まつりは、どこ行ったんだっけ…まぁい
いか！

　ああ、楽しいな。なかなかカオスですばらし
い歌詞だ。こうやってこの方たちと出会い一緒
にいるという事実が曲の成り立ちとして記録さ
れていく。なんて幸せなできごとなんだろう。

　「明るい、楽しい感じで、こんなメロディーが
いいんじゃない」と歌詞に節をつけて歌ってく
ださった方の興奮気味の笑顔を忘れない。

　昔ファンクバンドをやっていたという方がギ
ターを手に取る。ぽろ、ぽろ、とつま弾き始め
た時もそれはすてきだったが、その後みるみる蘇
るギターの技術、セッションや当日のソロはミュー
ジシャンとの相乗効果でもっとノリノリになり、
本当に心が躍った。

　今やりたいことを質問してみると、こんな言
葉たちがあがった。

優しい目になりたい
健康になりたい
笑いたい
幸せになりたい
餃子が食べたい

　音楽に乗せて声に出してみる。ギターの方が
節のアイデアをくださり、それをみんなで歌っ
てみる。私たちの「秋まつり」の曲の、終結部
となった。

　歌の共同制作にあたり、バンド「THE PUSH」
のみんなやその仲間がサポートしてくれた。
またお祭り本番では、中藤有花さん（Violin）、
野 田 薫 さ ん（Vocal）、 三 浦 穣 さ ん（Saxophone, 
Clarinet）、村野瑞希さん（Drums）、Yuima Enya

病院が奏でる音楽
―まじりあう世界の入口へ―

西井夕紀子（作曲家）

さ ん（Vocal）、 宮 坂 洋 生 さ ん（Contrabass）ら
ミュージシャン、音響の片岡敬さん、DJ アボ
カズヒロさん、美術の長峰麻貴さん、カメラマン
のmikanaさんなど、様々な分野のプロフェッ
ショナルが集まってそれぞれの才能を発揮して
くれた。

　病院で日常を過ごす人々、アーティスト、地
域の方がいりまじって、お腹の底から笑いあっ
たり、音に体をゆらしたり、好きなことを表現
したり、好きな場所でじーっとしたりしていた。

　まじっている世界。自然な世界。世界の自然。
動いている心。

　漠然と、断片的に、こんな言葉が頭を巡る。

　あなたのことを、あいさつした時よりもう少
し「自然」に近い形で知りたい。

　「音楽をする人」という肩書きを携えどこかへ
出かける時はいつでもそれを第一に考えている。

　できれば、細胞が踊っているような感覚まで
あなたと共有してみたい。なぜなら私は人生で
何度となくその経験に助けられてきたから。

　心の中の「自然」を自分の手で形にすることは、
芽生え、葉を空の方へ伸ばしていくような力強
さを思い出させてくれる。そして何より、楽しい。
おせっかいかもしれないが、伝えてみたい。

　おまつりを一緒に作り楽しんだ皆さんへ。
ありがとう、また会えますように！

●西井 夕紀子／プロフィール
東京芸術大学音楽学部卒、同大学院修了。
舞台、映画への楽曲提供を行うかたわら、
学校、文化施設、福祉施設でセッション
や曲作りを実施。

©Tatsuya 
Hirota10



おまつりでひらく「楽しい」のとびら

　入院患者さんとの企画からは初めてでした。
色んな意見が出て、私としては全部かなえてあ
げたいと思いました。曲作り、なるべく私はえ
んりょしようと思いました。PUSH のメンバー
も協力してくれたので、すばらしい曲ができま
した。西井さんの力もものすごかったです。

　企画の時点では、どうなるのかなと思いまし
た。私は当日、歌ったり、踊ったり、自然体で
とても楽しかったです。PUSH のメンバーだけ
でなく、シャロームの家など大勢の方が当日参
加してくださいました。特に印象にのこったの
は横浜ピアスタッフ協会の藤井さんの歌です。
藤井さんの病院でのキンコウブルースなど私は
何回も聞いていたので知っていましたが、「電気
ショックで妻忘れ」ちょっときわどい曲ですが、
それは病院にのりこんだのははじめてというの
は知りませんでした。現実に病院で起こった事
を私も歌っていますが、私は藤井さんの歌は画
期的なことだと思います。

　今後できれば参加できなかった寝たきりの
方々に私たちが出張して歌ったり、踊ったり、
もっと入院患者さんに元気になっていただきた
いです。

　秋まつりのあとのクリスマス会はいつもとち
がっていました。入院患者さんがとても元気に
なったと感じました。昔の紫雲会のようにでき
れば病院で運動会、ダンス大会、本当のスイカ
割り、バス旅行、盆踊り（ゆかたを着て）、打ち
上げ花火いっぱいしたいです。コーラス大会、
ソフトボール大会（応援の歌もありました。忘
れちゃった）、全部昔のように出来ませんが。

安田 和代
（地域活動支援センターペガサス）

　入院患者さんの力もすごかったです。ネイル
をしたり、どの患者さんもものすごくパワーと
才能があります。ギターをひける人はいっぱい
いるけれど、当日調子が悪かったと聞きました
が、とても楽しんでいたと私は思います。

　歌をデュエットしたり、ゲームをしたりと、
今後も画期的なお祭りを続けていきましょう。
私も入院中だろうが、通院中だろうが協力しま
す。私がとってもうれしかったのは、「ディズニー
のようだった」と言われたことです。私たち
がディズニーのようだと言われたのははじめ
てです。

　その他の方、人づてに聞いて、実行委員会に
参加してくださった方が大勢いました（紫雲会
の近くに住んでいる方が私もお祭りに行ってい
いんでしょうかと言っていました）。沢山の方の
協力で出来た秋まつりでした。皆様に感謝して
います。プロの方も、アマの方もありがとうご
ざいました。スタッフの方々、ありがとうござ
いました。

「ディズニーのようだった」と言われ

©mikana
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　夢のような一日だった。
　おまつりが終わった次の日、ひふみへのいつもの
道を歩きながらぼんやりそんなことを思っていた。そ
して、あの日から 3 ヶ月が過ぎようとしている今でも、
あの日のことを適切に表す言葉を探そうとしたとき、

「夢のよう」という言葉しか頭に浮かんでこない。先
日、病院の患者さんがおまつりの感想を話してくれた
ときも、その人もやはり「夢みたいだった」と語った。
　夢のようなあの日ことを語ることはとても難しい。
でも、少しでも言葉で残しておきたいと思う。

境界線なんてどこにもない
　私が西井さんに「病院でおまつりをやりたい」と
語ったのは約1年半前のことだと思う。駅に向かう
道すがら、私がおまつりのイメージを抽象的に、断
片的に話すのをうんうんと頷きながら耳を傾けてく
れていたことを今でも覚えている。例えとして、映画

「ニーゼと光のアトリエ」や「アンダーグラウンド」の
ワンシーンを思い浮かべて語りかけていたような気
がする。パジャマじゃなくて、みんな思い思いの洋
服に身を包み、お化粧したりおめかしして生演奏の
音楽に身を委ねる。音楽に一人ひっそりからだを揺
らす人もいれば、頬を寄せ合い、抱き合いながら踊
る人もいる。とにかく自由。まわりの目を気にするこ
となく、誰も監視することなく、一人一人が思いのま
まふるまう。広い広場で壁などない。境界線なんて
どこにもない……。そんなおまつりを病院で実現し
たいと思い描いていた。
　しかし、実際に病院でおまつりを行うことには、
さまざまなハードルがあることも分かっていた。病院
は患者さんを治療する場所である。と同時に、治療
という名のもと人を管理する場ともなっている。その
ため、患者さんには制約が非常に多い。精神科の
病院においてその制約は時として、「拘束」に及ぶこ
ともしばしある。そして、そのことは個人情報という
名のもと、世間に公にされることがなく、非常に閉
鎖的な場となっている。その閉鎖的な場に数ヶ月、
いや数年、数十年も居続けている人も少なくない。
しかも必ずしも治療目的ではなく、社会的入院（家
族、地域社会が受け入れられないための入院）の
ために長期入院している人が数多くいることもおそら
く世間にはあまり知られていないことだろう。そんな

「閉じられた場」において患者さんたちが自由にふる
まえる「開かれた」おまつりを行うことに多くのハー
ドルがあることは想像にかたくない。それでも、い
やそうだからこそ、自由な開かれたおまつりをつくり
たいと私は思っていた。

季節を感じられないから
　おまつりを行うにあたって、実行委員を組んだ。
誰かがお膳立てしてくれたおまつりではなく、自分た
ちで作るおまつりにしたかったからだ。得てして、お
まつりとは本番よりも準備のほうが盛り上がるもので
ある。つくっていくことにこそおまつりの醍醐味があ
るとも言えるだろう。患者さんを中心に病院スタッフ、
地域で生活する当事者たちと実行委員会を作り、お
まつりに向けてミーティングを重ねていった。
　ミーティングでとても印象的だったことがある。お
まつりのテーマを考えている時のことだ。ある患者さ
んが秋をテーマにしてはどうかという提案をした。そ
の理由が、長く入院をしていると滅多に外に出られ
ず、季節を感じられないからであると。世の中のお
まつりは、五穀豊穣を祈ったり、祝ったりするおまつ
りが多いだろう。そのおまつりにはそのおまつりなり
の必然がある。この病院でのおまつりには、この病
院なりのおまつりの意義、意味があるのだというこ
とを改めて感じさせられた。ただ騒ぎたい、にぎや
かにしたいというだけではないのだ。また、このア
イディアを出してくれた人自身が患者さん自身である
ということにも胸を打たれた。同じ病院の中で過ご
す仲間の視点があるからこそ言えることだ。このおま
つりは、「仲間」がつくるおまつりなのだということ
も改めて確認した。

ミラクル
　おまつりの準備としてワークショップを行った。一
つは、美術のワークショップ、もう一つは音楽のワー
クショップだ。
　美術のワークショップでは帽子づくりと飾り付け
のためのモビールづくりをした。ミラクルが起きたの
は、帽子づくりの時である。一人一人思い思いの帽
子を講師の長峰さんが用意してくれた色紙やボール
紙で作りはじめた。はじめは何が出来上がるか分か
らずに、ただ闇雲に紙を切ったり貼ったりしていた

夢のような一日
中村 麻美

（地域活動支援センターひふみ）
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

人もいたと思う。が、できたものをなんとなく頭の上
にのせると、あら不思議。そこには王様やパリコレ
のモデル、はたまたおとぎ話の妖精たちがいるでは
ないか。日常から一歩はみ出した人物が立ち現れて
くるのである。そして、そこに音楽家の西井さんがた
またま持って来てくれたアコーディオンで即興的に音
楽を奏でてくれると、もうそこは病院の一室ではなく、
ファッションショー会場である。そして、そこにいる
のは、患者さんではなくおしゃれなモデルさんたち
だ。場は変わる。彩りと音楽があれば、いつもの場
所がいつもとは違う場所に変われる。この場所でお
まつりができると確信を持てたのはこの時だった。

おまつり当日
　10 月25 日、おまつり当日は大雨だった。驚くほ
どの荒れ模様であった。本当はおまつりを野外でや
るのが私の夢ではあったのだが、第1回目は安全を
期して室内で行うことになっていたので、不幸中の
幸いとでもいうべきか、中止になることなく、予定ど
おり朝から準備に取りかかった。
　たこ焼き屋さん、射的屋さん、駄菓子屋さん、ネ
イルサロン、占い屋さん、古着屋さんなどなど。実
行委員を中心としたメンバーで考えたお店やさんで
ある。入院中の患者さんだったら、どういう食べ物
が喜ばれるか、おしゃれしたいけれども洋服を持っ
ていない人がいるのではないのか、お化粧は出来な
くても指先だけならできるのではないか。「患者さん
だったら」ということを患者さん自身が考え、思いや
りに溢れたお店が立ち並んだ。そして、現金を患者
さんそれぞれに用意することは難しいので、おまつり
限定の通貨を用意した。座って待っているだけで手
に入るのではおもしろくないし、そこに自由は存在し
ない。自分がほしいものを自分で選ぶ。選ぶことが
できてはじめて自由があるのだ。おまつり限定の通
貨を片手に、何があるのか、何がほしいのか、自分
がどうしたいのかを考えながら楽しく迷い、ぶらつく
その光景はまさに地域のおまつりと同じ風景だった。

風が吹いた
　お店のほうが一段落つくと、音楽タイムのはじまり。
西井さん率いる豪華なバンドメンバーが部屋中いっ
ぱいに生きた音を響かせてくれた。CD で聞く音楽
でも、カラオケでワンワン響く音でもなく、「今」「こ
こ」で奏でられる音。はじめはその生の音に驚いて
いる人もいた。しかし、誰もが今ここで生まれる音
に惹かれずにはいられないのだ。そして、その音に
勇気づけられたり、ちょっと気分が温まってきた人た

ちが、「私も」と自分の歌を披露する。そして、その
人が奏でる独特のメロディーに西井さんたちが時に
寄り添い、時に拮抗するような音で応える。あの日、
あの場所でしか生まれようのない音たちで部屋中が
満ち溢れていた。患者さんたちもその音に身を委ね、
思い思いに過ごしていた。たこ焼きを頬張りながら
フラフラしている人、静かに耳を傾ける人、寝てる人、
からだを揺らす人、踊る人。そこは、いたいように
いていい時間と場所だった。
　その時ふと風のようなものを感じた。

　「あれ？ここはどこだろう？」

　そこは病院の一室のはずだった。外は雨が降って
いる。でも、ここは降っていない。けれどもいつも
の場所ではなかった。そこには風があった。外から
吹き込む自由な空気があった。病院と地域。内と外。
外に出られる人と出られない人。管理する人とされ
る人。そこにはいつも壁があった。高く厚い壁が。
しかし、おまつりのその日だけは確実に壁はなくなっ
ていた。内と外がなくなって溶け合う瞬間が、ほん
の一瞬あの日は生まれたのである。夢のような時間
だった。

　あの日のことはある意味やはり夢だったと思う。
なぜなら、内と外の壁がなくなり、自由な風が吹い
たのはあの日あの時だけだったからだ。次の日から
は、確実に壁はまた存在し、場は閉ざされ、閉じこ
もった人たちがいる。そして、私自身も今はその中
に簡単に入ることはできないし、外にいる。けれど
も、たった一瞬ではあったが、あの風を確かにこの
からだで感じることができたのだから、いつか必ず
壁をなくすことができるであろうと確信のようなもの
が今はある。これからもあの一瞬を積み重ねていき
たいと思う。

©mikana
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『秋まつり』を開催して 西浦  淳一郎（紫雲会横浜病院作業療法士）

　上記のポイントは、企画
段階で実行委員全員と共有
してきた内容になります。
このポイントを通して、簡
単に私が感じた想いを病院
で働く職員 ( 作業療法士 )
として、まとめさせていた
だきました。

　現在の精神科医療は、多くの課題や問題を抱えて
います。精神科病院の歴史から見ても、さまざまな
目も当てられぬ問題が起きてきました。大変な文化
的背景の中に存在する精神科病院内には、当たり前
ですが患者様が入院し、生活しています。その患者
様が、求める生活の実現のために出来ることやすべ
きことは、たくさんあるのだと思います。たくさん
あるやるべきことを、「楽しく」「みんなと一緒に」
出来たら最高だろうということで、今回の秋まつり
の実現に繋がりました。

１ 医療と福祉が協働し、精神科病院の中で
準備や開催したこと

　精神疾患を患い、入退院を繰り返す方は医療と福
祉を行き来します。なので、当たり前ですが医療と
福祉の繋がりはとっても重要。しかし、地域からみ
た病院のイメージが良くないものであったり、いろ
んな現状があるのだとおもいますが見えない壁があ
るように感じる事はしばしばありましたし、影響を
受けるのは患者様でした。その壁を少しでも崩して
いくことは必要なことで、日頃より出来ることを細々
と取り組んできました。その想いをもち働いている
中で、エネルギッシュな人たちと出会えたこともあ
り、以前より出来ることが広がったことで、「楽しい」
を通して結ぶ秋まつりの実現に繋がったのです。

①医療と福祉が協働し、精神科病院の中で
準備および開催すること

②患者や利用者の声を最大限に反映した
まつりである

③参加者全員が自己選択の元、楽しめる
まつりである

④医療や福祉に従事しない方とアートを
通して一緒に作り上げる

　本当に楽しい『秋まつり』でした。
　いきなりですが、今回の秋まつりを開催する上で
大事なポイント！

　実際に、この秋まつりの準備から開催に関わったの
が、病院内では「患者様・看護師・栄養士・精神保
健福祉士・総務・作業療法士」、福祉施設で「ひふみ・
むすび・ペガサス・せせらぎ・シャロームの家・浦
島共同作業所の利用者と職員」、アーティストの皆さ
ん「DJ・ミュージシャン・舞台美術家」、これだけ
の人たちが、準備 ( ６か月間くらい ) から当日の運
営まで協働しました。ちなみに、当日の参加者「約
160 名」そのうち、病院以外の参加者が 70 名ほど。
　さまざまな立場や職種の人たちが患者様を通して、
アイデアを出し合い、そのアイデアの実現に向けて
みんなで考える。そして、みんなが笑顔で楽しそう
にしている、秋まつり当日。この瞬間は、壁などは
一切なく、お互いが理解し合える時間だったのだと
感じました。本当に、「楽しい」は偉大なんだと実感
しました。
　精神科の病院は、閉鎖的な環境と意識が未だにあ
るように感じています。私も含めて病院はもっともっ
と地域に目を向けて、外で生活している患者様への
意識も持つべきだと思っています。と同時に、今回
の秋まつり開催にあたって考え方や取り組みを賛同
してくれた病院の職員もたくさんいて、純粋にとて
も嬉しかったですし、同じような想いを持っている
人がいることを認識できた機会でもありました。
　患者様にとっても、病院以外の人たちとの交流は
外の生活を知る機会になったり、外で生活している
生活者と知り合ったり、安易な表現ですが刺激にな
ります。閉鎖的な環境がもたらす安心もありますが、
思考の幅を狭めてしまったり、生活への欲求を減退
させてしまうこともあります。目的をもって、開放
的な環境を作ることの大切さを改めて実感しました。

２ 患者や利用者の声を最大限に反映した
まつりである

　上記の人たちが関わったのですが、あくまでアイ
デアの中心は患者様や利用者様であること。なので、
思わぬアイデアが挙がったり、冷静に考えたら無理

©mikana

14



おまつりでひらく「楽しい」のとびら

〜病院で 働く職員の想い〜

でしょって思うんですが、それをどう実現するかを
みんなで考える事が重要で、そのことでチームとし
ての一体感や意見を出した人の自己効力感や自信に
も繋がったと思います。その結果、チームとしての
意識も根付いてきて、自発的な意見や行動も増え、
今まで見たことのない言動をする患者様も出てきま
した。自分のアイデアや意見を認めてもらえること、
そしてそれが大きな場であればあるほど、その人が
得られる喜びは大きくなり、その喜びがエネルギー
に変わり、その人の可能性を広げていくように感じ
ました。

３ 参加者全員が自己選択の元、
楽しめるまつりである

　今回のお祭りでは、仮想通貨を作成して単位は、
「ハッピー」。参加時はひとり 150 ハッピーをもらい、
そのハッピーを払い「焼きそば」や「たこ焼き」、「古
着」、「占い」などさまざまな出店を各々が、街にあ
るお祭りのように自由に楽しむ形式にしました。病
院にいると、入院している現状、さまざまなことが
制限されてしまいます。仕方がない部分もあるので
すが、その制限されてしまう環境では、「楽しむ」こ
とも「自分らしく生活する」ことも制限されてしま
います。選ぶ行為の充足感を感じ、ゆくゆくは「退
院したい」といった自分が生活の主体者になってい
くきっかけなればいいなと思っています。
　その自由参加の中で、普段は緊張してしまい人前
でピアノが弾けなかった方も楽しんで引くことが出
来たり、ミュージシャンの皆さんが演奏している前
でフリースタイルダンスを踊ったり、神輿を担いだ
り、洋品店でお気に入りの服を見つけて嬉しそうに
職員に報告してくれたり、主体的に楽しんでいる人
たちがたくさんいました。また、このお祭りの環境
によって、見えないところでも様々な力がはたらい
て、生き生きとした場面が生まれていることを想像
させる雰囲気がありました。

４ 医療や福祉に従事しない方も
一緒に作り上げる

　今回はこの方々なしでは、実現しなかったと思っ
ています。ミュージシャンのニシイユキコさん ( お
祭り当日は、８名ほどのミュージシャンを連れてき
てくれました。)、ナガミネさん、DJ アボさん。
　ニシイさんは準備でのワークショップで患者様た
ちと一緒に、楽器を演奏しながら歌詞をつくり、そ
の歌詞に合わせた曲を作ってくれました。しかも、
患者様のセリフや振り付き。普段人前では声が出な
い方も、音楽とニシイさんの声掛けで次第に乗って
いき、ブルースリーのものまねをしたり、ギターを
弾いてくれたり、参加者が徐々に解放されていくよ
うな印象がありました。本当に感動的で、素敵な時
間でした。
　当日に、ニシイさんバンドの演奏があり、これが
凄すぎて病院であることを忘れさせてくれました。
生の楽器の音色や綺麗な歌声に参加者全員が聴き惚
れていましたし、改めて音楽がもつ影響力と、本物
から受ける感動を実感しました。
　ナガミネさんは、当日の会場用の装飾と参加者が
被る用の帽子を、ワークショップで作成しました。
特別な材料は使わないんですが、イメージをみんな
に伝えて、基本は自由に作成。それだけで、徐々に
参加者は自分なりの作品を作り始め、皆が皆を認め
ていく温かい雰囲気が生まれ、最後には衝撃的な、
いや笑撃的なファッションショーも開催されました。
　そして、DJ のアボさん。開催までに患者様に当日
に流してほしい音楽のリクエストを取り当日の楽し
い雰囲気のベースを担ってくれました。演歌や歌謡
曲、洋楽とジャンルレスなリクエストを上手くつな
いで、幸せな音楽が常に流れている空間と時間があっ
たのはアボさんのおかげでした。

「この病気になって 10 年入院したことなかった
  けど、今日病院のなかにはいれてよかった」

「今度、入院するならこの病院がいい」
　私が、秋まつり当日にふと耳に入った誰か同士の
会話の一部です。
　やはり、精神科病院は知らない人にとっては怖い
印象は依然としてあるのだと思います。実際、嫌な
ニュースもありますからね。入院することがあるか
もしれない人にとっては、閉鎖的な病院ほど怖いも
のはないと思います。こういった機会を通して、オー
プンキャンパスならぬオープンホスピタルが出来る
と、少しでも安心してもらえる病院になるのではな
いかなと思っています。私自身も胸を張って、いい
病院と言えるように、選んでもらえるような病院に
なるように、頑張りたいと思います。第 2 回「秋ま
つり」も開催したいと思うので、これを読んで興味
を持ってくれた方は、ぜひ一緒に作りましょう。

©mikana
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「その人らしさ」が垣間見えた日
　今回が初の試みとなった秋まつり。関わった
人達にとって、大きな意味があったものだと思う。
　精神科病棟に入院している患者様方は、どう
しても日々の生活が受動的になってしまいがち
なものである。作業療法士として日々のプログ
ラムで如何に患者様 1 人ひとりの個性を引き
出すかを意識しても、上手くいかないことが多
いのが実情だ。患者様自身も入院の長期化のた
めに受動的な環境での生活に慣れてしまい、自
身はどのようなアイデンティティーを持つ存在
だったのか、徐々に曖昧になってしまう人も多
いように感じられる。
　そんな状況で生活しがちな入院患者様も企画
の段階から参加し、当事者・支援者の垣根を超
えて共に作り上げていった秋まつり。患者様・
地域施設利用者様・施設職員・病院職員など携
わった全ての人が同じ立場で、何回も何時間も
話し合った。積極的な意見を求められる場に慣
れていなかった患者様方にとって、自身の意見
を主張することは些か難しいことだったのかも
しれない。それでも、回を重ねるごとに徐々に
自身の想い、自分らしさを表現していく様は、
まさに患者様一人ひとりの個性が発揮されてい
た場であった。
　特にその様子が顕著だった場を思い返すと、
真っ先に浮かんでくるのは、ある患者様が話し
合いの最中に施設職員の希望で行なった俳優の
モノマネである。普段は非常に小さな声で話し、
一人で行動することが苦手な患者様が、見ず知
らずの人の前で大きな声を出して得意のモノマ
ネを披露している。その場面を見て、今まで私
が引き出せていなかった「その人らしさ」が垣
間見えたように感じられた。
　病院にて作業療法を集団で行っていると、患
者様はこちらが提供したプログラムの型に『合
わせて、ある意味作業療法士が無言で求めてい
る言動をとっているのかもしれない。そのよう
に思うと、日々プログラムを実施している自分
は、どれだけ本当に作業療法を行えているのか
と考えさせられた。
　そのモノマネは最終的に皆で作り上げられた

『秋まつりの歌』の中のいちフレーズとして用い

られ、その患者様は当日も大勢の前でモノマネ
を披露し、大きな拍手を受けていた。患者様方
の一見突拍子もない言動の良い点を見抜き、そ
の個性を活かして秋まつりに絡めていく施設職
員の方々の技量に、大いに学ばせていただいた。

『ハッピー』という仮想通貨
　話し合いの末に生まれた『ハッピー』という
仮想通貨の存在も、ユニークで面白いものであっ
た。入院している患者様方にも露店で物の売買
をしてもらいたい。しかし、金銭の自己管理の
許可が出ていない方も多い中、如何にして上記
の想いを叶えていくか。皆で考えた結果が『ハッ
ピー』である。
　ハッピーの非常に良かった点は、当然ながら
お金として使えることである。参加者は自身が
所持しているハッピーの額を意識しながら、食
べたい物・欲しい物・行いたいゲームなど、好
きにお金を配分して希望を叶えることができた。
ひたすらに飲食をしていた人もいれば、古着の
購入やネイルを塗ってもらうといったオシャレ
にお金をかけた人、数人で射的や輪投げを競う
人など、楽しみ方は千差万別であった。私が担
当している患者様の何人かは、ハッピーを使っ
て私に駄菓子やわたあめを奢ってくれた。自分
よりも歳上の患者様方が、私のために貴重なお
金を使っている。まるで孫のために何かをする
ような祖母のように感じられ、非常にありがた
い、なんとも言い難い嬉しい気持ちになった。
　病院職員にもハッピーが配られたことも、良
いアイデアであった。患者様は、普段は治療者
としての職員しか見ることができていない。し
かし、秋まつりでは患者様・職員が共にお祭り
を楽しむことができた。普段は表情を変えるこ
とが少ない医師が楽しそうに射的を行っている
様子を見て、私ですら意外に思った。患者様方
からすれば、更なる衝撃だったと思う。

入院生活だけでは決してできなかった体験
　上記で軽く触れたが、露店の一つにネイルサ
ロンがあった。ネイルの勉強をしたことがある
方、他者にネイルをしてみたい方など四人の患
者様にネイリストになっていただくことで、実

秋まつりを終えて
馬場 雄太

（公益財団法人 紫雲会 横浜病院 作業療法科 作業療法士）
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

　今回、秋まつりに参加させて頂き、楽しい時間の大切さを感じました。
　入院中に方は、「病院」の中での生活がメインとなり、出来る事が限られてしまいま
す。そんな中、秋まつりで地域の方々と触れ合い、生き生きと楽しそうな新たな一面
を垣間見ることが出来ました。楽しい時間があると、穏やかな安心した気持ちになれ
ると思います。そんな安心した時間が過ごせるよう、これからも関わっていきたいと
思います。楽しい時間をありがとうございました。（福）

　患者さんとピアサポーターの方々を中心に、病院と地域支援者が一緒に、イベント
を企画するという、「共創」のプロセスを経て完成した、アートフルな秋まつりが、冊
子になると知り、ワクワクしています。 「昔の遊び」「駄菓子」のアイデア出し場面での、
皆のキラキラした表情が忘れられません。
　地域と協働し、フラットな場を持ち、楽しみを共有する素晴らしさを実感させてい
ただきました。退院後に地域の居場所を探すのではなく、入院中から地域支援者とつ
ながり、楽しい時間を共有する。そのような関わりによって、患者さんが抱いている、
退院に伴う不安の軽減につながるのではないかと考えます。
　秋まつりが、「顔の見える関係づくり」として、今後も継続していくことを、強く望
みます。素晴らしい時間をありがとうございました。感謝。（柳田）

　今回初めての試みという事で新鮮味もありましたが、やはりお祭りというものは
誰しもわくわくさせられるのは間違いないなと実感しました。ＤＪや歌手の方も居り、
本格的・特別なイベント感が出ていて、私自身もワクワクしました。そういった「日常
の中の特別」が、入院患者様にも味わって貰えたのではないか…と思います。お客として
来てくれた方々は、当事者の方も、職員も、どこかキラキラした目、笑顔で見て回られ

施することができたものである。ネイリストの
彼女たちは多い時で月に数回、半年近くをかけ
てネイルを練習した。主に二人の看護師が、彼
女たちの練習を見守り、的確なアドバイスを行っ
てくれていた。段々と技術が向上していき、い
よいよ本番となった秋まつり当日。練習では顔
見知りの入院患者様にしか行っていなかったネ
イルを、当事者・健常者関係なく、お客さんに
実施していく。緊張しつつも精一杯取り組み、
頑張った分だけお客さんに喜ばれ、ハッピーを
報酬として手に入れることができる。秋まつり
が終わる頃には、ネイリストたちは皆素敵な笑
顔を浮かべていた。ただ入院生活を送っていた
だけでは、決してできなかった体験である。
　このように、準備から当日まで、患者様方は
逐一素敵な経験をされていたと思う。私自身も
患者様の様々な一面を見ることができたり、他

職種や地域職員の方と密に関わって新たなもの
を生み出していくという、貴重な経験をさせて
いただいた。何より、秋まつりに関わった人た
ちにとって、立場に関係なく平等に秋まつりを
楽しんだという事実が、大きなものであると考
える。
　第二回の実施が決まっている秋まつり。前回
以上に、共に企画していく人たちの個性を引き
出していけるよう心がけていきたい。個人的に
一回目の秋まつりの時には不十分だった、地域
施設の方々の個性にも注目しながら、皆の良い
ところをぶつけ合っていければと思う。そのよ
うに意識して取り組んでいくことで、秋まつり
の大きな目的であった『医療と福祉を繋ぐ』の
さらなる実現を目指していきたい。

病院スタッフのコメント

ていたような印象を受けました。
　また、地域活動されている当事者の方達の生き生きとした活動ぶりを見て、
退院後の生活に対して勇気や希望を持って貰えたら良いなと感じました。 
　地域と病院の連携は今や必須と言えますが、今回は個々や各機関が
交流する場、自己実現の場、特別感や楽しさを味わえる場にもなり、
素晴らしい催しだったと感じています。（藤本）

福

柳

藤
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「ふつう」という概念がどうでもよくなるような心地よい時間
でした。自分自身に嘘がつけないつかないという当たり前

の大切さ、ピュアであることの強さを改めてきづかされました。

秋 まつり、とても楽しかったです。
その場にいた人みんなの笑顔に溢れた素敵な時間を共有で

きたこと、嬉しく思います。たまにこの日のことを思い出して
クスりとする事があります。特別な 1 日だったなあ。

普 段は作業療法室として使われているお部屋だとはとても思えな
い、楽しいお祭り会場に感動しました！にぎやかに装飾された

会場では、患者さんが料理を作ったり、ネイルや占いをしたりと、素
敵な屋台が盛りだくさんでした。自由に歌って踊れるコンサートは、
いつも以上に自分を表現できる場として、楽しい時間になったのでは
と思います。みなさんが楽しめるイベントとして、是非また開催して
いただけると嬉しいです！

今 回私はミュージシャンとして参加させていただいたの
ですが、印象に残ったのは " 患者さんたちの個性 " です。

こんなことが好き、こんなことに興味が沸く、実はこんな
ことをしてみたい……。
あの短い時間の中で、イベントを通して、音楽を通して、患
者さんたちの個性がここまで感じられるなんて驚きでした。
みなさんの中にある " 好き " が少し垣間見えて、なんだか
とてもうれしくなりました。

P USH の皆さんと会うのは 2 回目だったので、少し時間をおいた
分緊張せずに話すことができた。

バンドメンバーで会場に向かう時にバスを間違えたりして、バンド
内でも信頼関係が生まれた。「この人と一緒の時は多少失敗しても大
丈夫」という信頼は、そんなちょっとしたことで生まれると思う。
そしてそういう信頼関係は、音楽を作るという行程においてはとても
大切なものだ。
お客さんも最初はかたかったけれど、だんだん受け入れてくれて
楽しんでいただけたと感じた。今回のライブは思い出に残りそうだ
と思った。これからもあんな風に、人を巻き込んだ音楽をやってい
きたい。

イラスト：ひさし（地域活動支援センターひふみ）

野田  薫
（シンガーソングライター）

三浦  穣
（サックス・フルート・
クラリネット奏者／作編曲家）

長峰 麻貴（美術家）

村野 瑞希
（ドラマー／ザ・なつやすみバンド）

片岡  敬（音響）

アーティストのコメント
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おまつりでひらく「楽しい」のとびら

　私は、「秋って何の音？」っていう作詩をしました。
その作詩にとても素晴らしい作曲を奏でていただいた、
きれいなお姉さん先生は、にしいゆきこさんという方
です。その唄を皆でひとつの輪になって演奏がはじま
ると、とても和やかな気持ちでうたうことが出来まし
た。もうひとつの歌は、姫が出てきたり、ブルースリー
が登場したり、皆それぞれ歌で気持ちを伝えたり、ギ
ターを演奏してくれたお兄さん、ドラム、フルート、
電子ピアノ、ラッパ、木琴、アコーディオン、私は可
愛らしい女の子と踊ったり、にしい先生にイッツアス
モールワールドの曲のばんそうをお願いして、皆さん
の前で踊りました。可愛らしい女の子は、ちあきなお
みさんの歌をひろうしたり、佐藤さんという方もツイ
ストを踊ったり、私の大好きな友だち和代さんもむら
さきの衣装に金の飾りがついていました。
　秋まつりの日まで、手作りの工作で皆で協力して、
子供の頃を想い出すわたがしやラムネ、ヨーグルト菓
子、たこ焼きややきそば、衣装なども紙で作ったお金
で交換出来ました。神奈川区のThe　PUSHの皆さんも、
OT に参加しているわれわれも、にしい先生と３回くら
い歌の練習をして、日ごろの悩みを忘れさせてくれる、
とても楽しい時間を皆で過ごすことが出来ました。
　こうゆうきかくを考えて話し合いしてくれた皆さん
にも、心からありがとうございますの気持ちです。今
は 2 月、インフル、ノロウイルス、コロナなど感染し
ないように、先生も皆さんも、体に気をつけて今年の
秋も楽しいおまつりをかいさいしていただけたら、ま
た皆さんも喜べる幸せのときを過ごすことが出来ます
ね。ひふみ作業所の中村先生にも、ネイルをぬって下
さった方にも、作業療法士さん、院長先生、大川看護
部長さん、小林師長さん、Dr の方々ありがとうござい
ました。感謝しております。楽しい想い出になりました。

S・N

　私は、2019 年 5 月ごろに個人 OT で行ったネイルのプ
ログラムで自分の爪を染めてみました。シールも貼ってみま
した。「かわいく出来た♥」と思いました。するとそれを見
た OT スタッフの佐藤茜さんから、「秋まつりでネイリスト
になってみませんか？」とお誘いを受けました。「エッ！ネ
イリスト？」と一瞬ビックリしましたが、「何事も経験が大事」
と思い、思い切ってお受けすることにしました。
　それから、半年間、OTネイルサロンを1ヶ月に１度やっ
て直にお客様に触れました。
　それでビックリしたのは、爪の形は1人ずつ全部違うの
だと分かったことです。それから、色の好みやシールのデ
ザインなんかも1人ずつ違います。お客様が「これがいい」
と教えていただいたものを、塗っていくことを心がけました。
　そして、3A 病棟でも 3A の松田師長さんに道具をお借
りして 3A ネイルも週に1 回やっていました。自分の爪で
も練習しました。徐々に慣れていき秋まつり当日は、たく
さんのお客様が来て下さいました。練習の成果を出せてお
客様に喜んでいただきました。すごく楽しかったです。最
後に、ネイリスト４名にかわいいヘアピンを貰えてうれし
かったです。
　そして私はもうひとつ、秋まつりアートコンテストにも作
品を出品しました。パッチワークでタペストリー ( 壁掛け )
を作りました。実はこのタペストリーは 2018 年11月から
作り始めて、仕上がったのは 2019 年 9 月 30 日でした。
ギリギリまで必死で縫いました。全力を出しきりました。
　この秋まつりで一所懸命に練習や努力をして、秋まつり
のお客様に楽しんでいただいた事で、自分自身の中で大
変大きな満足感をいただきました。出しきった充実感はい
つまでも心の中に残ります。今も文章を書いていてその時
のことをいろいろ思い出しました。
　楽しい企画を出して下さった OT スタッフに感謝感謝で
す。またこんな経験をしたいです。ありがとうございました。

患者さんのコメント

楽しかった。秋まつりでは、ネイルアートとか射的とか、
催し物があってよりよい出し物だったと思う。ほかにも、
焼きそばとかフランクフルト、たこ焼き、からあげ、美
味しい食べ物が出て、おなかいっぱい食べれて良かった。
フリーマーケットとかも、手軽な値段でいい服が買えた。
いっぱい楽しめた。　　　　ホシノユリア (ペンネーム )

いやーよかったですよ！口にできないほど、楽しかったしよかっ
た。バラエティーにとんでいて、射的とかジュースとかバンドの
人たちがすごすぎた。プロってこんなにすごいんだなって。神輿
は大き過ぎたけど、みんなで担いで楽しかった一番美味しかった
のは、１位：フランクフルト、２位：たこ焼き、３位：焼きそば
だね！

はじめて会場に来たときは、びっくりして。普段のOT室とは思えない状況になっていて、
違う世界に来たような、夢の国に来たような感じ　病院じゃないみたいだった
ネイルを塗るには、音が大きくて上手く塗れるか不安もあったけど、上手くできたと
思う。それに、バンドの人たちがすごかった。

楽しかった。ブルースリーのものまねをして、ブルー
スリーになれたような気がして気持ちよかった。み
んながいたからだと思う。それに、おかげでモテる
ようになった。
とりのから揚げ、フランクフルト、たこ焼きが美味
しかった。「美しいぞブンドル軍団、攻撃を開始せよ」

たこ焼き 8個食べた。
だから、焼きそば食べられなかった。

素晴らしかった。演奏が素晴らしかった。
生の演奏を聴くことはないから…

また今年もやってほしい。
メロンソーダが飲みたい。

秋の楽しいおまつり 秋まつりを終えて
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